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● ● ● ● ● ● ●
はGoetheの教養よりもはるかに小さい」という前提から, 「WinckelmannからGoetheへ」と




































































































































● ● ● ● ● ● ●
「Winckelmann的教養はGoethe的教養よりもはるかに小さい」という文における`はるかに






● ● ● ● ● ● ●
要点を繰り返せば, Winckelmann的教養がはるかに小さいのは,それが現代人が解決を迫ら
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伽そして,この社会的現実の自然的発生物がいわゆるプロテスタント倫理だったことは,言うまでもな
い.
¢功The Renaissance, pp. 228-29
倒Marius the Epicurean, I, p. 143,
伽このような解釈者としてT.S. Eliotを挙げることができるであろう. Cf. T.S.Eliot: `Arnold
and Pater,'Selected Essays (London, 1969), pp. 436-37.
eS)このような解釈者は枚挙にいとまがない.
鵬David J De Lauraは,この一節をそう解釈する.なお,このような解釈の古典的な例はWilde
の`The Critic as Artist'に見られるCf. David J. De Laura: Hebrew and Hellene in
Victorian England: Newman, Arnold, and Pater (Austin, 1969), pp. 219-20 ; Literary Criticism of
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Oscar Wilde, ed. Stanley Weintraub (Lincoln, 1968), pp. 197-228.
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位ゆPaterは, `Coleridge's Writings'において, ColeridgeがWilhelm Meisterの「美わしい
魂」のように, 「一種のほのかな宗教的陶酔」を味わったと言う. See English Critical Essays, p. 435.
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